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1 序

私の仕事の一つに小学校英語教材の販売があります。平成15年頃から取り組んでいる仕事です。委員会

や学校へのPR活動の概略と，その経験で感じたことを何点か述べてみたいと思います。

一営業マンの狭い視野からの報告とし、うことで，間違い・勘違いなどについてはご容赦ください。

2 背景

事の起こりは弊社の社長が松香フォニックス研究所(以下 rMP1 Jと表記)所長の松香洋子先生と出会

い，小学校への教材販売についてMP1と提携を始めたことにあります。

ある日の営業会議で「これから小学校英語教材を売ってもらうことになったから。」と切り出され， rMP 

Iの英語教材はこんなものです。Jと説明を受けました。私自身は英語が苦手教科でしたし，英会話なん

てとんでもないとしづ意識でしたので正直戸惑いました。さらに，小学校への売り込み方法なんて皆目見

当もつきませんでした。しかし仕事となれば嫌とも言えませんのでさまざまなアプローチを試みました。

3 当時の状況

(1)文部科学省

平成4年には大阪市立の小学校2校で「小学校における外国語学習研究開発Jをスタートさせました。

平成14年度に実施された現行指導要領では「総合的な学習」の時間で「国際理解教育Jの一環として外国

語活動が実施できる状況になりました。

これと前後して小学校英語活動実践の手引きJ(平成13年)， r~英語が使える日本人』の育成のための

戦略構想J(平成14年)， r~英語が使える日本人』の育成のための行動計画J (平成15年)なども発表し，

小学校英語導入の方向で、準備していました。(中教審外国語部会でも「何年生から始めるか?Jが議論の中心

で、あったと洩れ伺っています。)

(2)反対論

新指導要領の公示が政治的な理由で遅れに遅れる中，典型的には「国家の品格」に代表される反対論が巻き

起こりました。文科大臣の微妙な発言もあって，議論が「どうやって始めるか?Jから「導入するか，しない

か?Jに押し戻されたかに見えました。

(3)委員会

金沢市のように英語特区の申請を行い，力を入れている所もありましたが無関心な委員会が多かったよう

に思います。関心を持っていた委員会で、もALTの導入を対応の中心に据えていて，担任主導型の英語教

育を考えていたところは少なかったと思います。

(4)学校現場

「総合的な学習の時間」の「国際理解教育Jで英語活動を実践する学校が各地にできましたが，学校単独

の実践活動がほとんどでした。行政単位でまとまっての取り組みは少なかったと思います。

実践校では「ネイティブとのふれあい活動Jr英語劇Jr買い物などの場面設定による会話練習Jなどが見
られました。

4 販売活動

(1)実践校への売り込み

各地の実践校を尋ね，様子を聞くとともにPRを実施しましたが，すでにMP1教材を知っていた先生か



らの個人的注文があったくらいでなかなか成果は上がりませんでした。学校にとってはそれまで、の実践の

ほうが重要であり，単なる民間会社の一営業マンの提案する「違う方法」は受け入れられなかったと思わ

れます。さらに，効果が未知数の物に割く予算も無かったと思われます。

(2)委員会への売り込み

各地の教育長や担当指導主事に面会し，状況と考え方を開くとともにPRを実施しました。反応は芳しい

ものではありませんでした。「小学校英語」に対する温度差も激しく，“学校任せ"“派遣ALT任せ"“無

関心"“反対論"などさまざまな様子を知ることになりました。

一般的に委員会への売り込みは予算措置を必要とすることになるので一朝一夕にはいかないのが常です

が，取り組んでもらえれば継続的なものになり教育効果も期待できるので気長に続けました。

(3)成果

旧神辺町(現福山市) 6校に平成16年4月から4名のALT導入が決まり「英語活動」が始まることに

なりました。それに伴い委員会がカリキュラムとノウハウを探していることを知り， MP  1のPRを行し、

ました。重政教育長(当時)の決断でMP1メソッドの採用が決まり，松香先生の講演と研修，及び，教

材の導入が実施されました。

学校現場的には不安だ、らけだ、ったと思われますが，委員会の体制作りが良く考えられていたためその後2

年間の「英語活動Jは大変充実していました。合併後，中学生を対象とした福山市の英語スピーチコンテ

ストで神辺の生徒たちが上位グループを占めていたと聞いたときは我が事のように喜びました。

その後，安芸高田市や世羅町でもMP1メソッドを導入していただいており，広島県下で広がりを見せっ

つ現在に至っています。

5 MP  1について
ここで， MP 1について簡単に述べさせていただ、きます。

(1)理念と目標

r 1億3千万人の英語好きを育てたい」がスローガンで、す。
目標は「中学3年生で同世代の世界の子ども達に英語で自分の考えが言える子供を育てる」です。

(2)方法

「聞くJr話すJr読むJr書く」とし、う言語習得の順番を重視しています。
小学校段階で、は「聞くJr話す」ことを重視し，正しい発音とイントネーションの英語を大量に「インプッ
ト」することを勧めています。インプットは「単語」ではなく「文(かたまり)Jで与えることもお勧め

しています。大量のインプットで聞き取る力をつけて英語のデータベースを作り， r発話(アウトプット)J
を気長に待つという考え方です。

MP  1の小学校英語のイメージは日本語教育で言えば小学校国語の前段階の体験活動のレベルだ、と思いま

す。赤ちゃんが言葉を話すまで、のフ。ロセスを，英語で小学生(英語年齢0歳と考える)に環境として与え

るといった感覚で、す。

(3)MP 1の考える小学校英語のポイント

①担任

導入初期の主な役割はクラスコントロールです。英語の聞こえる環境作りを心がけていただき，児童

の目線から逃げずに楽しそうに活動し，英語を楽しむ手本を示していただくことが重要と考えていま

す。さらに，できた児童を褒める役目も重要です。

英語力は問題にしていません。 ALTや音声教材の活用で十分効果が上げられると考えます。



②カリキュラム

学校，あるいは地区の統一カリキュラムが大切です。

担任とALT(または地域支援者)の役割を明確にし，短時間の打合せで授業に臨めます。さらに年間

を通じた見通しを持つことができます。

作成したカリキュラムを蓄積することにより，授業方法の改善が期待できると考えます。

③教材

正しい英語の音を与えるために良質の音声教材の活用をお勧めしています。

④スキルについて

MP 1はスキルも大切だと考えています。目標として「英語でのコミュニケーションJを掲げる以上，

英会話のスキルは必要で、す。スキルの習得を目標にしているわけではありませんが，算数で「九九」

というスキルが身についてないと掛け算・割り算が不自由な状況になることと同じだと思います。

以上，簡単で、すが私が思っているMP1の特色です。営業マンのため少々 PR色が出た点はお許しくだ

さし九

6 今後の見通し

今年(平成21年)4月から5年生・ 6年生に英語ノートが配布され，教師用指導書及び指導用CDと電

子黒板対応のソフト (DVD)も学校に配られる予定と聞いています。年間35時間を目標に「外国語活

動」が始まります。

教材販売の点から言えば，現場が「英語ノート待ち」の状況になり教材の動きが停滞しています。英語ノ

ートとの関連使用を訴えながらPR活動を展開することになりそうです。

7 雑感

(1) I担任力」

MP  1の小学校英語を早期に導入していただいた学校で、もすべての先生が納得して始まったというわけ

ではありませんでした。導入前には「やりたくない，イヤダ!Jと思われていた様子でした。私が感心

したのはそんな様子だ、った先生もいざ始まってみると実に上手に指導されるようになることでした。教

材の活用方法や指導方法などに工夫を凝らし，いかに効果的な授業をするかを熱心に研究されていまし

た。他教科・他領域での実践研究の経験が生かされているように感じました。特に，クラスコントロー

ルの場面で、発揮される「担任力」には脱帽しました。

(2)コミュニケーション能力としての「英語」

この仕事を始める前の私なら「英語Jと聞けば「単語」と「文法」を思い浮かべていました。「単語を覚

えて文法を理解すれば読めるし書ける。そうすれば話せるようになる。」と思っていました。確かに，

大学生の頃は専門分野の英語の文献はある程度読めるようになっていました。しかし， I会話」になる

とさっぱりでした。話せないために自分の英語力を過小評価し，苦手教科の筆頭にしていました。話せ

ないのは発音も含めた語糞力が足りないのと文法理解が不十分なためだと思い込んでいました。今はそ

れが間違いだったと分かります。話せなかったのはコミュニケーション能力としての「英語」つまり「英

会話技能」を身につけなかったからという単純な話です。

「英会話技能Jは文字通り「技能Jですから「理解」するのではなく「習得(体得)Jすべきものです。

音楽や体育と同じジャンルと考えられます。私の英語経験は「理解」する努力ばかりで「習得(体得)J

が抜けていたわけです。



(3) r国語Jと「小学校英語j
小学校英語反対の立場の方から見ると，両者は相容れないとお考えかもしれません。しかし，同じ「言

語j という事では括れますし，表現力の向上のためには異言語の習得も有効ではなし、かと思います。反

対論の方もぜひ偏見を捨てて評価していただきたいと思います。

8 夢

義務教育の各教科・各領域で育んだ日本人としてのアイデンティティーを，自信を持って世界に発信でき

る子どもが一人でも多く出現することを願って止みません。私は英会話技能の習得がその可能性を高める

ひとつの方法で、あると感じています。

さらに言えば，金子みす三の詩にある「みんな違ってみんな良し、」は共生のためのキーワードのひとつと思

います。この感覚を共有するには「みんな」に同じ土俵が必要です。現在の国際社会では「英語」という

ツールが同じ土俵に乗る一番の早道だと思います。できるだけ多くの子どもたちにそんな便利なツールの

存在と可能性を体験してほしいと思います。

9 結びに代えて

雑感を含めて私の活動や思いを書きましたが，国語研究サークルの雑誌に載せる内容としては異質と思い

ます。そんな中身にもかかわらず最後までお読みいただいたことに感謝いたします。


